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れらの急速な変化は胞子散布後 2 日目までに起こった。これは胞子発芽が 2 日目
から起こり配偶体の細胞が現れることに対応していた。  
第 3 章では、胞子から発芽した配偶体の成長とそこに形成された胞子体の成長






 た配偶体では、胞子体が出現して 10 日間ほどは質量増加が続いたが、その増加











葉が 1 枚展開した。第 1 葉展開以後は物質生産能力的には胞子体の自立が可能に
なった。しかし、胞子体の成長に伴い、配偶体の生産物の多くは胞子体に移行し
続け、やがて配偶体は成長しなくなり枯れた。配偶体から切り離された胞子体の
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